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◇
は
じ
め
に

　

宝
塚
市
の
財
政
は
、
新
ご
み

処
理
施
設
建
設
工
事
に
加
え
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対

応
す
る
子
育
て
支
援
の
充
実
、

高
齢
化
施
策
の
実
施
等
に
よ
り
、�

扶
助
費
や
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
建
物
施
設
の

老
朽
化
に
対
応
す
る
経
費
も
必

要
に
な
る
こ
と
や
、
新
病
院
建

設
に
伴
う
一
般
会
計
の
負
担
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
収
支
を
悪

化
さ
せ
る
要
因
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
が
な
ぜ
こ

こ
ま
で
悪
化
し
た
の
か
、
市
議

会
は
そ
の
実
態
を
正
確
に
把
握

し
、
適
切
な
対
応
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
、
令
和
６

年
11
月
18
日
、
財
政
の
主
要
課

題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
設
置
か
ら
令
和
７
年

３
月
14
日
ま
で
に
計
８
回
の
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◇
委
員
会
の
任
務
事
項

１　

�

財
政
の
主
要
課
題
に
関
す

る
こ
と

２　

�

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し

に
関
す
る
こ
と

３　

�

事
務
事
業
見
直
し
に
関
す

る
こ
と

◇�

宝
塚
市
財
政
非
常
事
態
宣
言

の
発
令
を
求
め
る
決
議

　

市
議
会
で
は
こ
の
よ
う
な
本

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
12

月
定
例
会
に
お
い
て
、「
宝
塚�

市
財
政
非
常
事
態
宣
言
の
発
令

を
求
め
る
決
議
」
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
議
は
極
め
て
重
い
意

味
を
持
ち
、
単
な
る
財
政
分
析

に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
政
全
体
の

在
り
方
を
問
い
直
す
契
機
と
な

り
ま
し
た
。
決
議
後
、
本
委
員

会
は
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
議
論

を
行
う
場
へ
と
変
化
し
て
い
ま

す
。

◇
財
政
見
通
し
の
変
化

　

令
和
６
年
３
月
に
公
表
さ
れ�

た
財
政
見
通
し
で
は
、
令
和
６�

年
度
か
ら
令
和
15
年
度
ま
で
の�

10
年
間
に
お
い
て
、
１
１
２
億�

８
１
０
０
万
円
の
一
般
財
源
不

足
が
生
じ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
７
年

度
に
10
億
円
、
令
和
８
年
度
お

よ
び
令
和
９
年
度
に
は
そ
れ
ぞ

れ
７
億
円
の
合
計
24
億
円
の
財

政
改
善
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。�

　

本
委
員
会
に
お
い
て
も
、
独

自
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー

タ
を
用
い
、
安
定
し
た
予
算
編

成
に
は
ど
れ
だ
け
の
改
善
が
必

要
か
を
共
有
し
ま
し
た
。

◇
財
政
状
況
の
変
化

　

本
委
員
会
設
置
当
初
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
予
算
編
成
が
困

難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
市
民
か
ら
の
寄
付
に

よ
り
、
そ
の
時
期
が
令
和
10
年

度
へ
と
２
年
間
延
引
さ
れ
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
財
政
規
律

に
沿
っ
た
予
算
編
成
を
可
能
と

す
る
に
は
、
な
お
も
、
令
和
８

年
度
に
７
億
円
、
令
和
９
年
度

に
５
億
円
、
合
計
12
億
円
の
改

善
が
必
要
に
な
る
と
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

◇
今
後
の
対
応
方
針

　

今
後
、
６
月
補
正
予
算
の
編

成
結
果
を
受
け
、
本
委
員
会
を

改
め
て
開
催
し
、
今
後
の
行
財

政
改
革
の
具
体
的
な
方
策
に
つ

い
て
協
議
を
継
続
し
、
市
に
対

し
て
、「
宝
塚
市
財
政
非
常
事

態
宣
言
の
発
令
を
求
め
る
決
議
」

の
重
み
を
十
分
に
認
識
し
、
行

財
政
改
革
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

宝塚市の
� 財政健全化を目指して

「財政の主要課題に関する調査特別委員会」とは

参考人の意見

財政シミュレーション今後の委員会

【中間報告】財政の主要課題に関する調査特別委員会

委員会の主な活動
財政シミュレーション（令和 7年 1月 14日）
　今後の宝塚市の財政について、どれぐらい財
源不足なのか、危機感を共有するための財政シ
ミュレーションを実施しました。
参考人招致（令和 7年 1月 31日）
　当時、宝塚市の政策アド
バイザーであった上村敏之
氏（関西学院大学教授）か
ら話を伺いました。上村氏
は地方自治体や民間団体で
幅広く活躍する行財政経営
の専門家であり、今回の財
政問題について「事業の廃
止（スクラップ）ができないマネジメントの問
題が大きい」との問題提起がありました。

財政の主要課題に関する調査特別委員会委員（◎委員長、○副委員長）
（左から）大川裕之、○三宅浩二、北山照昭、◎桑原健三郎、持田ちえ、末永やよい

寺本早苗、みとみ智恵子、中山ゆうすけ、坂本篤史、大島淡紅子

本委員会で使用した財政シミュレーション
※数値は仮です

中間報告は
こちら

行政改革とは以下のように平時からボトムアップ型で事業を
� 「スクラップ・アンド・ビルド・アンド・PR」していくこと

トップが示す　明るい未来　を目指す

①　事業の廃止（スクラップ） ②　新規事業（ビルド） ③　市民に知らせる（PR）

事業検証を実施し、事業の廃
止を決定する（スクラップ）。
事業を廃止しないときは、事
業の有効性・効率性を高める。

事業を廃止して得た財源で新
規事業を立ち上げる（ビルド）。
ビルドばかりだと１事業当た
りの予算が減少し事業の効果
が薄くなるので注意が必要。

スクラップとビルドの過程を
市民に知らせる（PR）。

財政が危機的な状況（有事）になった今、スピード感のあるトップマネジメントが必要

財政再建後の新規事業の�芽出し

①　危機感の共有 ②　進捗の見える化 ③　シーリング

危機感の共有のため「財政非
常事態宣言」を発令する。

歳出減および歳入増の数値目
標の設定と進捗管理をし、市
民に見える化する。

シーリング（予算の要求額の
上限）を設定する。

参考人　上村敏之氏
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宝
塚
市
財
政
非
常
事
態
宣
言
の

発
令
を
求
め
る
決
議
へ
の
対
応

お
よ
び
骨
格
予
算
に
つ
い
て

問　
決
議
に
対
す
る
市
の
考
え

は
。

答　
市
議
会
か
ら
の
決
議
は
、 

市
と
し
て
最
大
限
尊
重
し
実
現

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
当
然
で
あ
り
、
適
切
な
報
告

が
必
要
で
あ
る
。
決
議
に
は
、

今
後
の
財
政
運
営
に
係
る
課
題

と
対
策
の
情
報
の
公
開
が
必
須

と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
今
後

の
方
向
を
き
ち
ん
と
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
新
市
長
と
も

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。

問　
財
政
状
況
悪
化
の
原
因
の

一
つ
が
市
役
所
内
の
構
造
的
な

問
題
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
構
造
的
な
問
題
に
つ
い
て
、 

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
。

答　
今
回
の
骨
格
予
算
で
、
財

政
調
整
基
金
を
13
億
円
取
り
崩

し
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
予
算
編
成

が
で
き
な
い
こ
と
が
ま
ず
は
一

番
の
問
題
で
あ
る
。

広
報
た
か
ら
づ
か

問　
今
後
の
在
り
方
は
。

答　
全
戸
配
布
の
廃
止
は
考
え

て
い
な
い
が
、
昨
今
の
印
刷
費

や
宅
配
に
係
る
人
件
費
の
高
騰

を
受
け
て
、
ペ
ー
ジ
数
の
削
減

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
代

替
手
段
と
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
充
実

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

道
路
維
持
事
業

問　
令
和
７
年
度
は
予
算
額
が

若
干
増
額
し
て
い
る
が
、
材
料

費
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
今
ま

で
と
比
較
し
、
ど
の
程
度
の
割

合
で
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答　
労
務
単
価
や
資
材
機
材
単

価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
今
後

の
工
事
費
の
上
昇
に
つ
い
て
は

正
確
な
予
測
は
難
し
い
が
、
５

年
で
工
事
量
が
20
％
程
度
減
少

す
る
と
推
測
し
て
い
る
。

寄
付
金

問　
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
の
寄
付
金
は

毎
年
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
令
和
７
年
度
が
５
億
４
千 

万
円
余
で
あ
り
、
毎
年
度
予
算

決
算
と
も
大
体
こ
の
ぐ
ら
い
の

規
模
で
推
移
し
て
い
る
。

出
産
育
児
一
時
金

問　
予
算
額
が
前
年
度
よ
り
減

額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　
令
和
６
年
度
実
績
が
令
和

５
年
度
と
比
較
し
て
非
常
に
下

が
っ
て
お
り
、
こ
の
実
績
に
合

わ
せ
て
予
算
を
計
上
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

待
機
児
童
対
策

問　
地
域
児
童
育
成
会
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
度
は
長
期

休
業
中
、
臨
時
の
地
域
児
童
育

成
会
が
設
置
さ
れ
た
。
令
和
７

年
度
の
対
応
は
。

答　
令
和
６
年
度
は
中
学
校
１

校
、
小
学
校
６
校
に
設
置
し
た
。

令
和
７
年
度
は
８
校
分
の
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー問　
本
市
の
体
制
は
。

答　
小
学
校
を
中
心
に
７
名
配

置
。
中
学
校
で
の
ケ
ー
ス
対
応

は
生
徒
の
校
区
の
小
学
校
担
当

が
主
に
担
当
し
て
い
る
。

本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝ ×）
会派名 たからづか真政会 無所属・日本維新の会

宝塚市議団 公明党議員団 ともに生きる
市民の会

市民ネット
宝塚

日本共産党
宝塚市会議員団 無所属

議員名
大
川
裕
之

浅
谷
亜
紀

大
島
千
都
世

桑
原
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

持
田
ち
え

池
田
光
隆

伊
庭　
聡

末
永
や
よ
い

中
山
ゆ
う
す
け

村
松
あ
ん
な

藤
岡
和
枝

坂
本
篤
史

中
野　
正

三
宅
浩
二

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

川
口
じ
ゅ
ん

寺
本
早
苗

北
野
聡
子

北
山
照
昭

田
中
こ
う

み
と
み
智
恵
子

泉　
友
紀

お
だ
た
か
子

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
◇議長（冨川晃太郎議長）の表決権について　議事は、原則として出席議員の過半数で決定しますが、議長はその表決に加わることができません。賛成と反対が同数となったときは、議長が決定します。

一
般
会
計

特
別
会
計

委
員
会
で
の

主
な
質
疑

〈各会計別歳入歳出予算額〉
会計別 令和 7 年度 令和 6 年度 増減額 増減比（％）

一般会計（A) 954 億 5 千万円 905 億 5 千万円 49 億円 105.4 
特別会計（B) 514 億 5,674 万 8 千円 509 億 6,186 万 8 千円 4 億 9,488 万円 101.0 

国民健康保険事業費 213 億 9,850 万円 220 億 6,720 万円 △ 6 億 6,870 万円 97.0 
国民健康保険診療施設費 1 億 2,380 万円 1 億 3,130 万円 △ 750 万円 94.3 
介護保険事業費 239 億 6,640 万円 232 億 6,180 万円 7 億 460 万円 103.0 
後期高齢者医療事業費 55 億 8,830 万円 51 億 4,020 万円 4 億 4,810 万円 108.7 

　 財産区 1 億 7,377 万 4 千円 8,352 万 9 千円 9,024 万 5 千円 208.0 
宝塚市営霊園事業費 2 億 597 万 4 千円 2 億 7,783 万 9 千円 △ 7,186 万 5 千円 74.1 

計（Ａ）+（Ｂ） 1,469 億 674 万 8 千円 1,415 億 1,186 万 8 千円 53 億 9,488 万円 103.8 

　3月定例会の初日（令和 7年 2月 25日）に、
市長から令和 7年度一般会計予算（骨格予算）
および 6件の特別会計予算が提案され、市議
会では予算特別委員会を設置し、3月 7 日か
ら 3月 11日までの 3日間をかけて慎重に審査
を行いました。
　まず、提案された予算全体に対して「宝塚市
財政非常事態宣言の発令を求める決議への対
応および骨格予算について」の論点を設定し、
令和 6年 12 月 20 日に市議会が全会一致で可
決した決議に対する市の考え方や財政状況悪
化の原因などについて質疑を行い、その後、会
計別に審査を行いました。そして、令和 7年 3
月 18日の本会議において、一般会計および特
別会計の全ての予算が可決されました。

予算特別委員会委員（◎委員長、◯副委員長）
後列左から　�おだたか子、大島千都世、浅谷亜紀、桑原健三郎、坂本篤史�

中山ゆうすけ、末永やよい
前列左から　�大島淡紅子、田中こう、◎村松あんな、◯三宅浩二、寺本早苗

令和 7年度令和 7年度

一般会計・特別会計予算を可決一般会計・特別会計予算を可決
過去最大規模

一般会計予算
特別会計予算
（６件）

全会一致可決
賛成多数可決

予算概要
〈一般会計目的別構成比〉

歳 入 歳 出

歳　出
954.5 億円
100.0％

民生費
45.6％
民生費
45.6％

教育費
13.9％
教育費
13.9％

衛生費
11.3％
衛生費
11.3％

総務費
10.6％
総務費
10.6％

公債費
7.5％
公債費
7.5％

土木費
6.8％
土木費
6.8％

消防費　2.9％消防費　2.9％
議会費　0.5％議会費　0.5％
その他　0.9％その他　0.9％

歳　入
954.5 億円
100.0％

市税
38.3％
市税
38.3％

国庫支出金
19.0％
国庫支出金
19.0％

地方交付税
8.5％

地方交付税
8.5％

市債
8.3％
市債
8.3％

県支出金
7.3％
県支出金
7.3％

地方消費税交付金
5.4％

地方消費税交付金
5.4％

繰入金　3.2％繰入金　3.2％
諸収入　3.0％諸収入　3.0％

使用料および手数料　2.2％使用料および手数料　2.2％
寄付金　1.0％寄付金　1.0％

株式等譲渡所得割交付金　0.8％株式等譲渡所得割交付金　0.8％
分担金および負担金　0.8％分担金および負担金　0.8％

その他　2.2％その他　2.2％

委員会報告書は
こちら

委
員
会
で
の
討
論

〈
一
般
会
計
予
算
に
反
対
〉

　

令
和
６
年
３
月
の
財
政
見
通

し
で
は
、
令
和
７
年
度
は
10
億

円
の
収
支
改
善
が
必
要
と
さ
れ

て
い
た
が
、
事
業
見
直
し
に
よ

る
改
善
見
込
額
は
2
・
8
億
円

に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
関
し
て
は
十
分
な
ス
ク
ラ

ッ
プ
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
財

政
見
直
し
の
実
行
に
際
し
て
責

任
の
所
在
が
不
明
確
で
あ
り
、 

市
当
局
の
覚
悟
が
不
十
分
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
骨
格

予
算
で
あ
り
な
が
ら
49
億
円
の

増
額
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
過
去

最
大
規
模
の
予
算
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
れ
ば
予
算
増
額
分
の

縮
小
等
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
反
対
す
る
。

〈
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
〉

　

今
回
は
骨
格
予
算
で
あ
り
、 

今
後
の
肉
付
け
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
特
に
民
生
費
の
増
加
は

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
事
業

が
多
く
、
利
用
者
や
対
象
者
の

増
加
に
伴
う
市
の
負
担
増
の
部

分
に
つ
い
て
は
本
来
、
国
が
全

額
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

対
す
る
繰
出
金
や
シ
ス
テ
ム
標

準
化
の
自
治
体
負
担
も
同
様
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
市
立
病
院
や

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
、
体
育
館
の
整
備
な
ど
、
い

ず
れ
も
多
額
の
予
算
を
伴
う
が
、

市
民
生
活
に
不
可
欠
で
あ
り
、 

全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
考
え
、
賛
成
す
る
。
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常任委員会への主な付託議案等

問　
障
害
児
相
談
支
援
事
業
の
相
談
員
不
足
、
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
診
療
所
の
訓
練
士
不
足
を
ど
う
改
善
す
る
の

か
。
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
を
行
っ
た
が
、
雇
用
条
件
が

合
わ
ず
採
用
で
き
な
か
っ
た
。
他
市
の
事
例
も
研
究
し
、

　
　

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

主
な
審
議
内
容

補
正
後
の
予
算
額　

１
２
２
１
億
６
３
５
６
万
１
千
円
（
２
７

８
億
２
２
０
７
万
２
千
円
の
増
額
）

主
な
歳
出
増
は
、
基
金
管
理
事
業
、
病
院
事
業
会
計
補
助
金
な

ど
。
主
な
歳
入
増
は
、
国
・
県
支
出
金
（
施
設
型
給
付
費
負
担

金
）、
寄
付
金
（
病
院
事
業
会
計
補
助
金
へ
の
寄
付
金
）
な
ど
。

概
要

■
令
和
６
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

問　
こ
の
基
金
は
、
新
病
院
の
建
設
費
用
の
う
ち
、
病
院
事
業

会
計
が
負
担
す
る
部
分
に
も
使
わ
れ
る
の
か
。

答　
事
業
費
全
額
に
対
し
て
基
金
を
活
用
す
る
。

問　
地
方
交
付
税
の
交
付
基
準
で
は
１
平
米
当
た
り
の
建
築
単

価
は
52
万
円
だ
が
、
現
在
の
費
用
想
定
で
は
90
万
円
程
度

が
見
込
ま
れ
る
。
超
過
負
担
分
は
ど
う
な
る
か
。

答　
概
算
事
業
費
が
固
ま
っ
た
段
階
で
、
国
、
県
と
協
議
し
、

　
　

市
に
と
っ
て
有
利
と
な
る
よ
う
交
渉
し
て
い
く
。

主
な
審
議
内
容

老
朽
化
し
た
宝
塚
市
立
病
院
の
建
て
替
え
に
要
す
る
資
金
と
し

て
２
５
０
億
円
の
寄
付
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
受
納

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
寄
付
金
を
積
み
立
て
て
管
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
新
た
な
基
金
を
創
設
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

概
要

■
負
担
付
き
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

■
宝
塚
市
立
病
院
建
設
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

新
病
院
建
設
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

受
納

いずれも全員一致

賛成多数採択

通
称
使
用
の
拡
大
か
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
創
設
か

概
要

■
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に
向
け
た
議
論
の
促
進

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に
向
け
た
議
論
の
促
進
を
求

め
る
意
見
書
を
、
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

主
な
審
議
内
容

問　
あ
る
報
道
機
関
に
よ
る
調

査
で
は
、
旧
姓
の
通
称
使

用
拡
大
に
賛
成
が
45
％
、

　
　

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
賛
成

が
37
％
、
そ
れ
に
反
対
が

14
％
で
あ
り
、
別
姓
に
反

対
す
る
意
見
が
約
６
割
あ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　
選
択
的
制
度
な
の
で
、
別

姓
を
選
べ
ず
困
っ
て
い
る 

人
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
。

問　
戸
籍
制
度
へ
の
影
響
は
。

答　
法
務
省
の
改
正
案
骨
子
の

制
度
設
計
を
見
る
限
り
で

は
、
夫
婦
の
戸
籍
の
中
に

子
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
は 

変
わ
ら
な
い
と
想
定
す
る
。

一
般
会
計
予
算
を

約
２
７
８
億
２
２
０
７
万
円
増
額

総務
常任委員会

文教生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

■令和７年度宝塚市水道事業会計予算

■令和７年度宝塚市下水道事業会計予算

■工事請負契約 (宝塚市新ごみ処理施設等整備・運営事業　整備工事）の変更に
ついて

� など　８件（９面）

■令和７年度宝塚市病院事業会計予算

■令和６年度宝塚市病院事業会計補正予算（第２号）

■宝塚市立健康センター条例の一部を改正する条例の制定について

� など　６件（８面）

■令和６年度宝塚市一般会計補正予算（第 10号）

■負担付き寄附の受納について

■宝塚市立病院建設基金条例の制定について

■選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論の促進を求める意見書の提出につい
ての請願

� など　17件（７面）

市長提出議案 �  50 件
議員提出議案 �  １件
請願 �  １件

３月定例会の議案審議
３月定例会では市長から提出された議案、市民の皆さまから提出された請願など52件を 

審議しました。主な議案審議の概要についてご報告します。
提出された議案は一部を除き、３つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に

付託し、慎重に審査しました。
なお、予算特別委員会を設置して審査した令和７年度宝塚市一般会計予算案および

６件の特別会計予算案の審議概要については、４～５面をご覧ください。

空調機器更新工事中の中央図書館

建て替え計画が進む市立病院

各議員の賛否（賛成＝○、反対＝ ×）

会派名 たからづか真政会
無所属・

日本維新の会
宝塚市議団

公明党議員団 ともに生きる
市民の会

市民ネット
宝塚

日本共
産党宝
塚市会
議員団

無所属

議員名

大
川
　
裕
之

浅
谷
　
亜
紀

大
島
千
都
世

桑
原
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

持
田
　
ち
え

池
田
　
光
隆

伊
庭
　
　
聡

末
永
や
よ
い

中
山
ゆ
う
す
け

村
松
あ
ん
な

藤
岡
　
和
枝

坂
本
　
篤
史

中
野
　
　
正

三
宅
　
浩
二

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

川
口
じ
ゅ
ん

寺
本
　
早
苗

北
野
　
聡
子

北
山
　
照
昭

田
中
　
こ
う

み
と
み
智
恵
子

泉
　
　
友
紀

お
だ
た
か
子

賛否 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

問　
中
央
図
書
館
の
改
修
工
事

費
が
約
３
７
０
０
万
円
の

減
と
な
っ
た
理
由
は
。
ま

た
、
雨
漏
り
へ
の
対
応
は
。

答　
空
調
機
器
更
新
工
事
費
の

一
部
を
支
払
う
予
定
だ
っ

た
が
、
支
払
い
が
来
年
度

に
繰
り
延
べ
さ
れ
た
た
め

減
額
す
る
。
ま
た
、
雨
漏

り
対
策
工
事
は
令
和
７
年

度
に
設
計
を
行
う
予
定
。

問　
多
額
の
寄
付
に
対
し
て
、

　
　

新
病
院
に
「
〇
〇
記
念
病

院
」
と
い
っ
た
名
称
を
つ

け
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

答　
寄
付
者
と
の
協
議
で
も
、 

愛
称
の
こ
と
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
寄
付
者
の
思

い
を
尊
重
し
検
討
す
る
。
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概
要

主
な
審
議
内
容

概
要

主
な
審
議
内
容

概
要

主
な
審
議
内
容

問　
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

に
関
し
、
国
の
補
助
金
は

市
が
計
画
す
る
と
お
り
に

獲
得
で
き
て
い
る
の
か
。

答　
要
綱
に
基
づ
い
た
補
助
金

を
予
定
ど
お
り
獲
得
し
て

い
る
。

問　
国
土
交
通
省
が
令
和
７
年

３
月
か
ら
６
％
の
労
務
単

価
引
き
上
げ
を
公
表
し
て

い
る
が
影
響
す
る
の
か
。

答　

今
回
は
影
響
し
な
い
。
基 

準
日
か
ら
12
カ
月
経
過
後
、 

１
·
５
％
以
上
の
物
価
や

人
件
費
の
高
騰
が
あ
れ
ば
、

再
ス
ラ
イ
ド
に
な
る
た
め
、

今
後
は
影
響
す
る
。

受
注
者
か
ら
全
体
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
規
定
に
基
づ
く
契
約
金
額 

変
更
の
請
求
が
あ
っ
た
た
め
、
賃
金
お
よ
び
物
価
の
全
体
ス
ラ 

イ
ド
を
行
い
、
契
約
金
額
を
42
億
２
１
６
５
万
２
８
８
９
円
増 

額
し
、
５
０
５
億
４
０
４
５
万
２
８
８
９
円
に
変
更
す
る
も
の 

で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
（
宝
塚
市
新
ご
み
処
理
施
設
等
整
備
•

運
営
事
業　

整
備
工
事
）
の
変
更
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
条
項
に
基
づ
き
新
ご
み
処

理
施
設
等
整
備
契
約
金
額
を
増
額

問　
水
道
事
業
会
計
か
ら
の
借

り
入
れ
の
返
済
お
よ
び
企

業
債
償
還
に
つ
い
て
今
後

の
見
通
し
は
。

答　
借
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、

　
　

令
和
７
年
度
か
ら
返
済
し
、

令
和
11
年
度
に
は
全
て
返

　
　

済
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

企
業
債
償
還
に
つ
い
て
は

　
　

減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
は
管
の
更
新
や
老
朽

　
　

化
対
策
の
需
要
が
高
ま
る
。

今
後
10
年
の
経
営
戦
略
の

中
で
計
画
を
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
７
年
度
の
水
洗
化
人
口
を
22
万
３
１
２
５
人
、
年
間
総
処

理
水
量
を
２
６
３
０
万
６
１
９
４
立
方
メ
ー
ト
ル
と
予
定
し
て
、 

左
表
の
と
お
り
の
予
算
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
建
設
改
良
事

業
は
公
共
下
水
道
建
設
改
良
事
業
（
雨
水
整
備
お
よ
び
汚
水
整

備
）
で
す
。 ■

令
和
７
年
度
宝
塚
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
７
年
度
宝
塚
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算
を
可
決

問　
19
％
の
料
金
改
定
を
し
た 

が
、
ま
だ
給
水
原
価
が
供 

給
単
価
を
上
回
っ
て
い
る
。 

今
後
、
ど
の
程
度
の
改
定 

が
必
要
な
の
か
。

答　
現
在
、
金
利
の
上
昇
、
物

価
高
や
投
資
の
必
要
性
、

有
収
水
量
の
減
少
な
ど
あ 

ら
ゆ
る
状
況
を
加
味
し
て 

財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。 

局
内
で
合
意
形
成
を
図
り
、 

審
議
会
で
の
意
見
も
聞
き
、 

令
和
８
年
度
に
は
経
営
戦

略
の
中
で
ど
れ
く
ら
い
の

改
定
が
必
要
か
を
説
明
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

令
和
７
年
度
の
給
水
人
口
を
22
万
６
７
３
８
人
、
年
間
総
配
水

量
を
２
４
０
６
万
８
０
２
２
立
方
メ
ー
ト
ル
と
予
定
し
て
、
左

表
の
と
お
り
の
予
算
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
建
設
改
良
事
業

は
管
路
耐
震
化
（
更
新
）
事
業
な
ど
で
す
。

■
令
和
７
年
度
宝
塚
市
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
７
年
度
宝
塚
市
水
道
事
業
会
計

予
算
を
可
決

問　
入
院
診
療
単
価
を
さ
ら
に

上
げ
る
た
め
の
方
策
は
。

答　
新
た
な
急
性
期
病
院
に
認

定
さ
れ
る
と
入
院
料
が
加

算
さ
れ
る
。
１
年
間
で
約

２
億
円
の
増
額
が
試
算
さ

れ
る
た
め
、
そ
の
認
定
の 

取
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
今
後
の
経
営
見
通
し
や
新 

病
院
の
計
画
へ
の
考
え
は
。

答　
現
在
、
病
棟
の
工
事
に
よ

り
減
少
し
た
病
床
数
で
も 

収
支
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。 

看
護
師
不
足
を
補
い
、
病 

床
を
フ
ル
オ
ー
プ
ン
す
れ 

ば
、
経
営
状
況
が
さ
ら
に 

改
善
す
る
と
考
え
て
い
る
。

主
な
審
議
内
容

令
和
７
年
度
の
年
間
入
院
患
者
数
延
べ
10
万
５
８
５
０
人
、
年

間
外
来
患
者
数
延
べ
21
万
２
２
８
０
人
、
１
日
平
均
の
入
院
患

者
数
２
９
０
人
、
外
来
患
者
数
８
７
０
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

概
要

■
令
和
７
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
予
算

手術支援ロボット（イメージ）

問　
導
入
予
定
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
扱
え
る
医
師
は
確
保

で
き
て
い
る
か
。

答　
泌
尿
器
科
に
在
籍
す
る
２
名
の
医
師
が
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
ダ
ビ
ン
チ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
所
有
し
て
お
り
、
手
術
の

実
績
も
あ
る
。

問　
年
間
の
維
持
費
は
ど
の
程
度
か
。

答　
年
間
の
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
税
込
み
で
１
６
５
０ 

万
円
程
度
、
加
え
て
１
回
の
手
術
ご
と
に
必
要
に
な
る
消 

耗
品
費
が
17
万
５
千
円
程
度
と
メ
ー
カ
ー
か
ら
聞
い
て
い 

る
。

主
な
審
議
内
容

寄
付
金
に
よ
り
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
整
備
す
る
た
め
、
資
本

的
収
入
の
補
助
金
お
よ
び
資
本
的
支
出
の
建
設
改
良
費
を
そ
れ

ぞ
れ
３
億
９
４
７
０
万
８
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

概
要

■
令
和
６
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

寄
付
金
に
よ
り
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

を
市
立
病
院
に
導
入

賛成多数

健
康
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
前

立
腺
が
ん
検
診
を
廃
止

概
要

■
宝
塚
市
立
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
宝
塚
市
立
健
康
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
の
う
ち
、
前
立
腺
が
ん
検
診
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
審
議
内
容

問　
検
診
受
診
者
で
、
実
際
に 

前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ 

た
人
数
は
。

答　
令
和
５
年
度
検
診
受
診
者 

数
５
４
０
１
人
の
う
ち
、 

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
把 

握
で
き
た
方
は
、
31
名
で
、 

０
·
６
％
程
度
で
あ
る
。

問　
受
診
料
を
上
げ
て
継
続
す

る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　
値
上
げ
の
検
討
も
行
っ
た

が
、
死
亡
率
の
減
少
効
果

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
検

診
を
公
費
で
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
い
う
点

を
重
く
捉
え
、
今
回
の
判 

断
に
至
っ
た
。

令
和
７
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計

予
算
を
可
決

新ごみ処理施設工事全景（令和７年 1月時点）

収益的収入および支出

収益的収入 139 億 8,483 万 4千円

収益的支出 142 億 1,782 万 9千円

差し引き △ 2億 3,299 万 5千円

資本的収入および支出

資本的収入 4 億 7,840 万 1千円

資本的支出 18 億 8,650 万 5千円

差し引き※ △ 14億 810 万 4千円
※損益勘定留保資金等で補填

令和７年度病院事業会計予算の概要

収益的収入および支出

収益的収入 52 億 6,218 万 3千円

収益的支出 52 億 5,886 万 4千円

差し引き 331 万 9千円

資本的収入および支出

資本的収入 14 億 2,635 万円

資本的支出 24 億 2,133 万 7千円

差し引き※ △ 9億 9,498 万 7千円
※損益勘定留保資金等で補填

令和７年度水道事業会計予算の概要

収益的収入および支出

収益的収入 42 億 5,139 万円

収益的支出 45 億 7,398 万 1千円

差し引き △ 3億 2,259 万 1千円

資本的収入および支出

資本的収入 26 億 4,082 万 3千円

資本的支出 42 億 2,165 万 1千円

差し引き※ △ 15億 8,082 万 8千円
※損益勘定留保資金等で補填

令和７年度下水道事業会計予算の概要

各議員の賛否（賛成＝○、反対＝ ×）

会派名 たからづか真政会
無所属・

日本維新の会
宝塚市議団

公明党議員団 ともに生きる
市民の会

市民ネット
宝塚

日本共
産党宝
塚市会
議員団

無所属

議員名

大
川
　
裕
之

浅
谷
　
亜
紀

大
島
千
都
世

桑
原
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

持
田
　
ち
え

池
田
　
光
隆

伊
庭
　
　
聡

末
永
や
よ
い

中
山
ゆ
う
す
け

村
松
あ
ん
な

藤
岡
　
和
枝

坂
本
　
篤
史

中
野
　
　
正

三
宅
　
浩
二

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

川
口
じ
ゅ
ん

寺
本
　
早
苗

北
野
　
聡
子

北
山
　
照
昭

田
中
　
こ
う

み
と
み
智
恵
子

泉
　
　
友
紀

お
だ
た
か
子

賛否 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ×
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2-2　�前問であるとした場合、市議会議員から
どのような不快な言動を受けましたか。
（複数回答）※件数の多い３件

Q2-1　�過去６年以内に、市議会議員からハラス
メント行為とまでは思わないが、不快に
感じた言動を受けたことがありますか。

Q

ない
83％
（434件）

ない
83％
（434件）

ある
17％
（89件）

ある
17％
（89件）

0（件数） 10 20 30 40 50

45

30

30不当な要求ではないが過剰な
資料や情報の提供

不当な要求ではないが長時間
や時間外の対応

横柄な言葉遣い・机を叩く・
無視など威圧的・不快な態度

市議会議員からの
ハラスメント行為等に関するアンケート結果

　宝塚市議会では、昨今社会問題となっている「市議会
議員からのハラスメント行為」等の発生防止に向けた方
策を協議・検討しており、昨年５月には専門家を招いて研
修を実施しました。また、本市における実態を把握する
ため、市職員等を対象にアンケート調査を実施しました。
　アンケート調査の集計結果の一部を紹介します。

調査対象　�市職員（特別職、市立学校に勤務する教職員を
含む）および市議会議員

調査期間　令和 7年１月 17日～１月 31日
調査方法　オンラインによるアンケート（完全匿名）
回答総数　523 件

1-1　�あなたは過去 6年以内に、市議会議員
からハラスメント行為を受けたことが
ありますか。

Q

ない
93％
（488件）

ない
93％
（488件）

ある
7％

（35件）

ある
7％

（35件）

1-2　�市議会議員から、どのようなハラスメン
ト行為を受けましたか。（複数回答）※Q

0（件数） 10 20 30 40 50

50

3

1

18その他

妊娠・出産・育児休業等に
関するハラスメント行為

セクシャルハラスメント

パワーハラスメント

1-3　�前問のハラスメント行為を受けたのはい
つですか。（複数回答）Q

0（件数） 5 10 15 20 25

10

12

8

236 年以内

2年以内

1年以内

3カ月以内

　アンケートでは、上記の他にハラスメント行為を受けたときの影響やどのように対応したか、また、対応しなか�
った場合の理由について尋ねたほか、自由記述で意見を記入してもらいました。
　今後、宝塚市議会では、ハラスメント行為を防止するには、どのような取り組みが必要なのかを検討してまいり
ます。

今後に向けて

※各選択肢の下に複数の選択肢があり、それを合計したもの
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その他の賛否が全員一致した議案
名称 結果

市
　
長
　
提
　
出

専決処分した事件の承認を求めることについて（令和６年度宝塚市一般会計補正予算（第９号）） 承　　認

令和６年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第４号）

可　　決

令和６年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第３号）

令和６年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第４号、第５号）（２件）

令和６年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第４号）

令和６年度宝塚市特別会計財産区補正予算（第２号）

令和６年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算（第４号）

宝塚市市税条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市都市開発基金条例を廃止する条例の制定について

職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

宝塚市職員等の旅費に関する条例の全部を改正する条例の制定について

宝塚市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員等に関する基準を定める条例
及び宝塚市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市私立学校助成条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市学校給食の実施に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市高齢者、障碍者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市開発、都市計画等事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市建築事務及び住宅事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市都市景観条例及び宝塚市開発事業における協働のまちづくりの推進に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

宝塚市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

同　　意宝塚市公平委員会の委員選任につき同意を求めることについて

宝塚市固定資産評価審査委員会の委員選任につき同意を求めることについて（３件）

令和６年度宝塚市一般会計補正予算（第 11号）
可　　決

工事請負契約（（都）競馬場高丸線道路新設改良工事（その３））の変更について

宝塚市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて（３件） 適　　任

議員
提出 宝塚市議会における個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決
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今年度の市議会　1年の流れ

骨格？骨格？肉付け？肉付け？

今年の予算は２段階
新市長のもとで
肉付け予算を編成

　令和７年度の宝塚市予算は、例年とは若干異なりイレギュラー
な編成方法になっています。４月に市長選挙があり、そこで新
たに選出された市長のもとで、政策的な経費を含んだ予算案が
策定されることになっているからです。
　ちょっと複雑な今年度の予算編成の流れについて解説します。

◆　�例年、市の予算編成作業がピークを迎えるのは１月。
　　�その後、市長協議を終えて策定された予算案は市議
会に送られ、３月定例会で審議されます。

◆　�今年は４月に市長選挙を控えており、３月定例会に
提出される予算案は、義務的な支出（人件費など）
や継続的な事業を中心とした予算となっています。
これを「骨格予算」と呼びます。

◆　�３月定例会で成立した骨格予算に従い、４月から宝
塚市の新年度事業が始まります。

◆　�４月 19 日に新市長の任期が始まると、新市長の判
断により政策的な経費についての予算編成作業が開
始されます。この予算のことを「肉付け予算」と呼
びます。肉付け予算は６月定例会に補正予算案とし
て提出され審議されます。

◆　�また、５月には市議会の正副議長の改選や、各常任
委員会の委員選任などが行われ、議会の体制も一新
されます。

・骨格予算の編成作業
・市議会（３月定例会）での予算審議
・骨格予算の成立

・骨格予算に基づく事業がスタート
・市長選挙
・新市長の任期スタート
・肉付け予算（補正予算）の編成作業

・市議会の正副議長などの改選
・市議会（６月定例会）での予算審議
・肉付け予算（補正予算）の成立
・令和７年度の全事業がスタート

１〜３月

４〜５月

5〜 7月

　宝塚市が１年間にどれぐらいのお
金を使って、どんな仕事をするのか。
それをあらかじめ決めておくのが
「予算」です。
　「予算」では、１年間にどれだけの
収入があり、それをどのように使っ

て市民の生活に必要な事業を進めて
いくのか、その見込みが示されます。
　市長のもとで策定された予算案は
市議会で審議され、その議決を受け
ることが必要です。成立した予算に
基づき、宝塚市の１年間の仕事が進
められることになります。

そもそも予算って何？

13 日（日）　市長選挙・市議会議員補欠選挙投票日
14日（月）　市議会議員補欠当選者の任期開始（当選告示後）
18日（金）　前市長の任期満了
19日（土）　新市長の任期スタート

６月

７月

８月
９月
10月
11月
12月

５月

１月
２月
３月

４月

16 日（金）　�６月定例会開会（７月 11日まで）�
本会議（正副議長選挙など）

22日（木）　本会議（施政方針演説、議案の提案理由説明）

５日（木）～９日（月）　本会議（代表質問）
10日（火）～ 18日（水）　常任委員会
19日（木）～ 20日（金）　予算特別委員会

２日（水）～４日（金）　本会議（一般質問）
８日（火）� 常任委員会、予算特別委員会（報告書協議）
10日（木）� 本会議
11日（金）� 本会議（予備日）

９月上旬～ 10月上旬　９月定例会

10月下旬　決算特別委員会

11月中旬～ 12月下旬　12月定例会

２月中旬～３月下旬　３月定例会

令和８年

　通常の年では３月定例会冒頭に
行われている市長の「施政方針」
演説が、今年は６月定例会で行わ
れます。
　これは、４月の市長選挙後に、
新市長が肉付け予算を策定し、そ
れに基づいて施政方針を述べるこ
とになるためです。そして、その
施政方針に対して、各会派の代表
による「代表質問」が行われます。

　代表質問の終了後、各議案を詳
細に審査する「常任委員会」を開
催し、続けて、肉付け予算を審査
する「予算特別委員会」を開催し
ます。
　さらに、各議員がさまざまな市
政の課題をただす「一般質問」も
予定していますので、今年の６月
定例会は通常の年よりかなり長い
会期となっています。

住所地域　福井町　
電話番号　090-4847-4799
会派名　日本維新の会宝塚市議団
当選回数　１回　　年齢　48 歳
※５月１日現在

●　�各定例会のスケジュールは、前の定例会の最終日ごろに決定します。�
決定したスケジュールは、議会報「かけはし」の直近号や市議会ホームページでお知らせします。

■就任
　４月 13 日に実施された市議会議員補欠選挙で、議員
１名が選出されました。任期は、令和７年４月 14日から
令和９年４月 29日まで（前任者の残任期）です。

■�自動失職�
大川裕之議員（４月６日付）
　　宝塚市長選挙への立候補に伴い自動失職。
■�会派異動�
泉友紀議員（２月 18 日付）�
　たからづか真政会から無所属に。�
末永やよい議員（４月 14 日付）�
　無所属・日本維新の会宝塚市議団から無所属に。�
おだたか子議員（４月 15 日付）�
　無所属からたからづか真政会に。
■�会派名の変更�
無所属・日本維新の会宝塚市議団が日本維新の会
宝塚市議団に（４月 14 日付）。

■�会派結成�
結志の会・たからづか改革の道（４月 15 日付）�
　所属議員　泉友紀議員、末永やよい議員

森
もりが
賀　宣

のぶよ
代

議員の異動
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　常任委員会では議案の概要
説明を受けたのち論点整理を
行い、できる限り効率的な審
査をするようにしています。

委員会

委員会での審査

議 会
あ
れ
こ
れ

　議案の議決に付帯して議
会の意思を表明するため、
決議を行うことがありま
す。この意思表示には法的
拘束力はありませんが、一
方、市長の不信任決議など
法的効果を持つ決議もあり
ます。

決議

議案の提出

　議案を提出できるのは市長と議員です。また、市民
から提出される請願もあります。
　議案は、提出者から説明があった後、詳しく内容を
審査するため、少人数で構成する常任委員会に送付（付
託）されることが一般的です。

論
点
整
理
（
協
議
会
で
実
施
）

提
出
者
か
ら
の
説
明

質
疑
・
委
員
間
討
議

討
　
論

採
　
決

本会議

委
員
長
報
告

質
　
疑

討
　
論

採
決
（
議
決
）

本会議

議
案
提
出
（
市
長
・
議
員
）

提
出
者
か
ら
の
説
明

質
　
疑

委
員
会
に
付
託

議
案
が
成
立
す
る
ま
で

まずは

お諮（はか）り
します！

採決時の議長の
キメゼリフ！

　議事を進める上で直ちに処理
を要する問題について、議員が
議長に要望等を述べるもの。他
の発言者の発言に著しく疑義が
ある場合などに使われます。

議事進行

議長！
議事進行

議員

反問権
　議会（委員会）での議員か
らの質問や質疑について、そ
の趣旨、背景、根拠などを確
認するため、市長や市職員が、
議員に質問できる権利。

確認させて
ください

市長
市職員

※反論では
　ありません。

　議決結果に異議があると
き、市長が議会に審議のや
り直しを求めること。「市
長による拒否権」とも言わ
れます。本市では、過去２
度の事例があります。

再議

NO!

市長

　本来は議決が必要な案件
について、議会の開催を待
てない緊急な場合などに、
市長が代わって意思決定す
ること。その後、議会に報
告し承認を求めることが必
要です。

専決処分

※頻発すると、
　議会軽視と捉えら
　れる可能性も…

　市議会が、市民の暮らしにとって大事なことを
決めているところだとは聞くけれど、どんな活動
をしているのかよく分からない…。
　そんな疑問にお答えするため、今回は、市議会
で一番大事な「議案」のことを中心に、議会のあ
れこれをご紹介します。

本会議での採決

異議なし！

議
会
用
語

ほんの一部
をご紹介

　議案審査以外に、常任委
員会や議会運営委員会では、
それぞれが所管する市の事
務について、調査する権限
を持っています。

所管事務調査

　最終的に、議案や請願に対する議会としての意思決
定を行うのは本会議です。議長が、議案に対する議員
の意思を確認することを「採決」と言います。議員の
賛否が分かれる場合、宝塚市議会では電子採決を行っ
ています。

決議



●�最後までお読みいただき、ありが
とうございます。誌面へのご意見、
ご感想は、議会事務局までお気軽に
お寄せください。

宝塚市議会事務局�
〒 665-8665　宝塚市東洋町 1番 1号�
�TEL��0797-77-2168（直通）�
FAX��0797-74-6902

●�議会報「かけはし」は、全ての
世帯と事業所のポストに宅配でお
届けしています。発行日を過ぎて
も届かない場合は、下記へご連絡
ください。

ジャパンメッセンジャーサービス㈱�
フリーダイヤル 0120-240-324�
（9 時から 18時まで）

83.5MHz
FM宝塚Facebook

インターネット
中継・録画配信

市議会
ホームページ6月定例会の予定

で検索宝塚市議会
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毎週２回（月・木）11時
55分から５分間、市議会の
話題をお届けしています。
一般質問（録音）や議長イ
ンタビューなども
放送しています。

傍
聴
の
ご
案
内

傍
聴
の
ご
案
内

編
集
後
記

編
集
後
記

◆
一
年
間
、
広
報
広
聴
委
員
会

の
委
員
長
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し

た
。
市
長
選
後
初
の
今
号
が
、

さ
ら
に
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
嬉

し
く
思
い
ま
す
。�

（
伊
庭
）

■
本
会
議
場
の
傍
聴
受
付

　

市
庁
舎
５
階
、
本
会
議
場
傍

聴
席
入
り
口
。
傍
聴
席
数
は
84

席
（
車
い
す
席
、
磁
気
ル
ー
プ

席
あ
り
）。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

　

ご
希
望
の
方
は
、
障
碍
（
が

い
）
福
祉
課
（
FAX
０
７
９
７
‐

72
‐
８
０
８
６
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

本会議や委員会の開催日程
のほか、議会報告会や意見
交換会など市議会主催イベ
ントの情報をお知らせして
います。フォロー
をお願いします。

会議日程や議案審査の結果
等をご覧いただけます。ま
た、本議会や委員会の会議
録検索もできます。

本会議や一部の委員会の模
様を動画で配信しています。
スマートフォン・タブレット
でも視聴可能です。

　

宝
塚
市
議
会
で
は
、
市
民
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
よ
り
よ

い
政
策
提
案
を
行
っ
て
い
く
た

め
「
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
２
月
６
日
、
小
・

特
別
支
援
学
校
長
会
お
よ
び
中�

学
校
長
会
の
校
長
先
生
と
学
校�

運
営
の
課
題
に
つ
い
て
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

宝
塚
市
議
会
で
は
、
定
例
会

ご
と
に
主
な
議
案
に
つ
い
て
の

報
告
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
の
議
会
報
告
会

は
、令
和
７
年
４
月
20
日
（
日
）

に
西
公
民
館
で
開
催
し
、
20
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

次
回
の
議
会
報
告
会
に
つ
い

て
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

5/16 金 本会議（役員改選） 17 火 産業建設常任委員会②
21 水 議会運営委員会 18 水 常任委員会②（予備日）

22 木 本会議
（施政方針、提案理由説明） 19 木 予算特別委員会

6/4 水 議会運営委員会 20 金 予算特別委員会（総括）
5 木 本会議（代表質問） 7/1 火 議会運営委員会
6 金 本会議（代表質問） 2 水 本会議（一般質問）
9 月 本会議（代表質問予備日） 3 木 本会議（一般質問）

10 火 総務常任委員会①
+協議会 4 金 本会議（一般質問）

11 水 文教生活常任委員会①
+協議会 8 火 協議会 +常任委員会③

予算特別委員会

12 木 産業建設常任委員会①
+協議会 9 水 議会運営委員会

13 金 総務常任委員会② 10 木 本会議
16 月 文教生活常任委員会② 11 金 本会議（予備日）

※日程については変更する場合があります

【
報
告
】
意
見
交
換
会

【
報
告
】
議
会
報
告
会

小・特別支援学校長会および中学校長会の
校長先生との意見交換会議会報告会の様子

次号は、令和 7年（2025 年）9月 1日発行予定です。

このメンバーで１年間
議会報「かけはし」を
編集しました！
広報広聴委員会委員（左から）
みとみ智恵子、大島千都世
〇持田ちえ、◎伊庭　聡
大島淡紅子、寺本早苗、坂本篤史
（◎委員長、〇副委員長）
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